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確
か
な
学
び 

 
 

学
ぶ
力
の
育
成 

 

子どもたちの学びの支えとなる言

葉の力を育成する。 

●学習用語や目的をもって調べた言葉などを記録

した「言葉ノート」や「言葉ポケット」等を活用

して表現を豊かにしたり、考えを深めたりする。 

「すくすくテスト」における「言葉の

学習」の正答率が８０％以上。より適

切な表現、伝わりやすい表現になるよ

うに言葉を選んでいる。 

すくすくテスト 

作文など 

年度末  

 

  

 

   

 

 

自主学習ノートなどにより、身に着けてきた力の

定着と汎用化（活用）をめざす。 

「授業で学んだことをほかの学習に

生かしていますか」で肯定回答が児童

が８５％以上 

全国学調児童質問紙 １０月  

 

  

 

 

 

 
 

授
業
改
善 生きる力の基礎となる基礎・基本の

力の定着を図る 

つまずきに応じたきめ細かい対応を通して，児童

が積極的に学習に取り組む環境を作る。 

「授業はわかりやすい」で肯定的評価

が８０％以上 

実践報告 

学校教育アンケート 

２月  

 

  

 

  

 

 ●自分の思考や友達の意見を整理し、考えの流れ

が分かり，学びの手立てとするための「ノート指

導」を充実する。 

「授業では目的に応じてノートに自

分の考えをよく書いている」で肯定評

価が８５％以上。 

実践報告 

学校教育アンケート 

２月  

 

  

 

 

 

豊
か
な
心･

健
や
か
な
体 

心
の
教
育
の
充
実 

 

 

役に立つ喜びや大切にされる喜び

を通して、豊かな人間性を育成する 

●★学級・学年・全校の集団づくりを通して、互

いのちがいを認め合い支え合おうとする児童を育

成する 。 

学校教育アンケートで「学校に行くの

が楽しい」で肯定回答が８５％以上 

学校教育アンケート ２月  

 

  

 

  

 

 

 

学校全体で支援体制を組み、障害者理解教育の充

実を図る。 

「人が困っている時に進んで助ける」

で肯定評価が８５％以上。 

全国学調児童質問紙 １０月  

 

  

 

 

 

読書習慣やゲーム・携帯・スマホのルールについ

て、啓発に努める。 

「お子さんはゲームや携帯電話の使

い方についての約束を守れている」で

肯定評価が６０％以上 

学校教育アンケート ２月  

 

  

 

 

健
や
か
な
体 環境を整え、健康を大切にする児童

を育成する。 

「手洗いをする」「朝食を毎日食べる」等、各自の

健康に関心を持ち，生活を大切にするように指導

する。 

新浅香っ子「７つの約束」をしっかり

守ろうと努力している」で肯定的評価

が７５％以上 

学校教育アンケート ２月  

 

  

 

  

 

 
体育の授業に加え、学校全体の取組である縄跳び、

縦割り活動などを通し、運動への意欲を高め、工

夫した体つくり運動の普及を図る。 

「運動やスポーツすることが好きで

すか」で肯定評価が８０％以上 

全国運動調査児童質

問紙 

１２月  

 

  

 

 

 

「確かな学び」の現状 

・全体としては基本的な学習習慣や基礎的な学力を身につけている児童は多い。しかし，新聞や図表など様々な情報を読み，

必要な情報を選び，考えを深めることに課題がある。 

・学校全体で言葉を豊かにする取り組みを実践している。児童の関心も高く，学びの診断においても「言葉に関する知識・

理解・技能」の力を発揮している。全教科を通して，資料をもとに，考えを出し合い話し合うことで互いの思考を深められ

るよう，学習の進め方を工夫することが必要である。 

「豊かな心・健やかな体」の現状 

・「人の気持ちのわかる人になりたい」と思う子が多く、思いやりがあるが，「人が困っている時に進んで助ける」と答える

児童の数に学年間の差があった。全学年の児童が「人の役に立つ喜び」を感じるように特別活動を見直す必要がある。 

・「新浅香っ子７つの約束」の呼びかけで，「朝食を毎日食べている」に対する肯定的な意見の割合は改善されて，堺市の平

均と同等の割合を示してきている。家庭における朝食への意識が高まっていることがわかる。 

令和２年度 重点目標  

「よりよくしようと考える喜び，人の役に立つ喜び，表現する喜びを持つ児童の育成」を重点目標とし、「知識技能を基に一人一人が考えをもち、学びを深める授業」「思考・判断・表現を支える国語力の育成」「教師が個に応じた指導の研修を深め，

児童理解のもと一人一人の力を伸ばす特別支援の推進」「ふれあいを通した人権意識の育成と道徳教育の推進」「規範意識の醸成とあいさつ運動，思いやりのある言語生活の定着」「健康的な生活習慣の確立」などを通して、児童に「達成の喜び」「役

立つ喜び」「大切にされる喜び」の３つの喜びを体験させながら，学力、体力、自尊感情、主体性等の向上を図る。 

 

（様式⑦ 小中学校） 

中学校区におけるめざす子ども像 

個性を伸ばすとともに，自らを律し他を思いやることのできる子 



 

 
 
 
 

地
域
協
働 

信
頼
さ
れ
る
学
校 

 

児童の実態を適切に把握 し、地

域・各家庭と協力し、基本的な生活

習慣の確立，安心で安全な居場所を

つくる。 

みんなが安心して過ごせるようにするために「新

浅香っ子七つのやくそく」を適時確認し、ルール

の意義、マナー遵守の大切さを理解し、進んで守

ろうとする児童を育成する。 

 

 

「お子さんに新浅香っ子『７つの約

束』に関連する内容の声かけをしてい

る」で肯定的評価６０％以上 

学校教育アンケート ２月  

 

  

 

  

 

 

 

★相手の立場に立って正しい言葉を使ったり、気

持ちの良いきれいな環境づくりをめざしたりして

行動する児童を育成する。 

「いじめはどんな理由があってもい

けないことだとおもいますか」「人の

役に立ちたいと思いますか」の項目で

肯定的に答える児童が９０％以上 

全国学調児童質問紙 ２月  

 

  

 

 

 

校長より（年度末） 学校関係者評価者から（年度末） 

。 


